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細胞配向と三次元形状形成を同時に実現するキリガミ⾜場
を提案し、細胞収縮⼒のみで⾃⼰折り畳みを誘導する新し
い組織⼯学技術を実証した。メカニカルメタマテリアルと
細胞⼯学を融合した独創性が⾼く、再⽣医療、バイオロボ
ティクス、ドラッグデリバリーへの応⽤展開が期待され
る。

筆者らは、細胞収縮⼒で⾃⼰変形する切り紙スケフォールド
を開発して、平⾯から3D構造への変形制御を実現させた点で
優れている。これは、再⽣医療やソフトロボティクスへの応
⽤が期待される技術である。

MNC 2025 Outstanding Paper 推薦リスト

グラフェンFETバイオセンサの最⼤の課題であったドリフト現象の原因をゲートリーク電流に⾒出し、パッシベーションに
よりドリフトを約1/6まで低減することで安定なウイルス検出を実現した。基礎的理解と実⽤化技術の双⽅に⼤きく貢献し
ており、バイオセンサ分野への波及効果が⾮常に⾼い。

単結晶シリコンベース熱アクチュエータおいて、材料物性の温度・不純物濃度依存性を詳細に考慮した優れた⾼精度解析モ
デルが構築されている。
また、デバイスを製作し、SEMによる変位測定とラマン分光による温度依存性を検証した結果、従来の予測誤差を劇的に

本研究は、GaSeに硫⻩を導⼊することで⼆次元Janus構造S–Ga–Ga–Seの形成を実験的に⽰した先駆的成果である。
Raman、PL、SEM/EDX解析によりJanus化の進⾏を多⾓的に確認しており、他の13族層状モノカルコゲナイドへの展開も
期待される。新規⼆次元材料の創製と物性制御に貢献する重要な研究として推薦する。

InP系HEMTについて、バックエンド⼯程後に⽣じるキンクと性能劣化の原因を、断⾯TEMおよびEDX分析により明らかに
した。さらにリセス⼯程を改善し、キンクを抑制するとともに、MMIC形成後に281.5 GHzの遮断周波数と387.0 GHzの最
⼤発振周波数を実現した。

著者らは、ハイドロゲルと3Dプリントされたメカニカルメタマテリアルを組み合わせた新しい複合アクチュエータを提案
した。特定の幾何学構造を持つ⾻格（スキャフォールド）で制御することで、異⽅性変形制御と⾼い構造剛性の両⽴を実現
させた点で優れている。

19 nm half-pitchのダマシン配線を300 mmウェハ上で作製し、次世代低消費電⼒リソグラフィ技術の実⽤化に向けたインパ
クトが⾼い。


